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本書はソシエテ・ジェネラルが作成した英文資料の日本語全訳です。正確な内容については英語の原文が優先します。 
2026 年第 2 四半期決算および上半期決算 

 
プレスリリース 

パリ、2026 年 7 月 30 日、午前 6 時 25 分 

2026 年上半期のグループ当期純利益は過去最高となる 35 億ユーロを計上 

2026 年の ROTE 目標を約 11％へ上方修正 

15 億ユーロの臨時の自社株買いを開始 

中間現金配当は 1 株当たり 0.75 ユーロ 1と、2025 年比 23％増 

• 2026年上半期の当グループの収益は 142億ユーロと 2025年上半期比で 2.4％の増加となり、2026年の年間
目標である 2％超を達成した。 

• 2026 年上半期の経費は 2025 年上半期比 5.0％減となり、2026 年の年間目標である約 3％の削減を上回
った。 

• 2026 年上半期の経費率は 59.7％と、2026 年の年間目標である 60％未満を達成した。 

• 2026 年上半期のリスク費用は 26 ベーシスポイントと、2026 年の目標レンジである 25～30 ベーシスポ
イントの下限付近にとどまった。 

• 2026 年上半期のグループ当期純利益は 2025年上半期比 13.9％増の 35 億ユーロを計上し、有形自己資本
利益率（ROTE）は 12.0％となった。 

• 2026 年第 2 四半期の収益は 4.5％増加、経費は 4.1％減少、経費率は 58.6％、リスク費用は 27 ベーシ
スポイント、グループ当期純利益は過去最高となる 18 億ユーロ、ROTE は 12.2％となった。 

• 2026 年の財務目標を次のとおり上方修正した。 

o 2026 年の経費削減を 2025 年比で従来の約 3％から約 4％へ 

o 2026 年の ROTE 目標を従来の 10％超から約 11％へ 

• 15 億ユーロ（普通株式等 Tier1 比率の 39 ベーシスポイント分）の臨時の自社株買いを通じて、超過資
本の還元を早ければ 2026 年 8 月 3 日にも開始する予定である。 

• 2026 年上半期の中間現金配当として、昨年比 23％増の 1 株当たり 0.75 ユーロ¹が 2026 年 10 月 7 日に
支払われる予定である。 

• 臨時の自社株買い実施後の 2026 年第 2 四半期末の普通株式等 Tier1 比率は 13.2％となり、規制要件を
約 290 ベーシスポイント上回った。 

 

 
1  2026 年上半期のグループ当期純利益（非現金項目（GESOP を含む。）の修正再表示後ならびに超劣後債および永久劣後債の利息

控除後）に対する配当性向 50％に基づく、2026 年上半期末現在で 1 株当たり 2.19 ユーロの予定配当総額の見積額のうち。 
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当グループの最高経営責任者であるスラヴォミール・クルパは次のように述べています。 

「本日発表した決算は、ここでもまた当グループの戦略的計画の規律ある実施を反映し、財務業績の強さ
と継続的な成長を示しました。当グループの当期純利益は、上半期において過去最高水準へ大幅に増加し
ました。当グループの営業効率は収益の増加および経費の大幅な削減の両方によって改善し、第 2 四半期
において力強い正のジョーズ効果を生み出しました。こうしたモメンタムは当グループの収益性改善につ
ながり、2026 年の ROTE 目標を約 11％へ上方修正することができました。 

当グループの強固な資本基盤によって我々は本日、臨時の自社株買い計画の開始および 2025 年を上回る
2026 年の中間配当の支払いを発表することができました。 

これらの業績の中核にあるのは、顧客への貢献およびソシエテ・ジェネラルの変革に対する全チームのコ
ミットメントであり、心より感謝しています。来たる 9 月 21 日のキャピタル・マーケッツ・デーでは、当
グループの新たな戦略的・財務的ロードマップを発表できることを心待ちにしております。」 
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1．グループ連結決算 

（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 
増減 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 
増減 

業務粗利益 7,096 6,791 +4.5% +6.1%* 14,202 13,874 +2.4% +5.2%* 

営業費用 (4,155) (4,331) -4.1% -2.7%* (8,485) (8,935) -5.0% -2.7%* 

営業総利益 2,941 2,460 +19.5% +21.6%* 5,717 4,939 +15.7% +19.8%* 

純リスク費用 (390) (355) +9.9% +13.9%* (745) (699) +6.6% +8.2%* 

営業利益 2,551 2,105 +21.2% +22.9%* 4,972 4,240 +17.3% +21.8%* 

その他の資産からの純損益 12 75 -84.6% -84.5%* 76 277 -72.7% -72.7%* 

持分法適用会社からの純利益 5 (1) n/s n/s 12 7 +61.4% +61.4%* 

法人所得税 (524) (477) +9.9% +11.9%* (1,066) (967) +10.3% +15.3%* 

当期純利益 2,043 1,702 +20.1% +21.5%* 3,993 3,557 +12.2% +16.0%* 

うち非支配持分損益  253 249 +1.7% -0.5%* 506 496 +2.0% +2.2%* 

グループ当期純利益 1,790 1,453 +23.2% +25.5%* 3,487 3,061 +13.9% +18.4%* 

ROE 10.8% 8.6%   10.6% 9.1%   

ROTE 12.2% 9.7%   12.0% 10.3%   

経費率 58.6% 63.8%   59.7% 64.4%   
本書中においてアスタリスク*は、連結範囲の変更および為替レートの変動による影響を除いた数値を示す。 

 
2026 年 7 月 29 日に開催されたウィリアム・コネリーを議長とするソシエテ・ジェネラルの取締役会におい
て、ソシエテ・ジェネラル・グループの 2026年第 2 四半期決算および 2026 年上半期決算が精査された。 
 

業務粗利益 

2026 年第 2 四半期の業務粗利益は 70 億 9,600 万ユーロと、2025 年第 2 四半期比 4.5％増となり、連結範
囲の変更および為替レートの変動による影響を除くと 6.1％増となった。これにはマイナス 7,000 万ユーロ
の資産売却の影響を含む。 
 
フランス国内リテールバンキング・プライベートバンキング・保険部門の 2026 年第 2 四半期の収益は 25

億 5,300 万ユーロと、2025 年第 2 四半期から 12.6％増加した。純受取利息は、2026 年第 2 四半期において
2025 年第 2 四半期比 14.9％増と急拡大した。2026 年第 2 四半期において、プライベートバンキング事業の
運用資産の残高および生命保険事業の残高は、それぞれ2025年第 2四半期比 10％増および 11％増となり、
いずれも過去最高を記録した。最後に、ブルソバンクは、2026 年 6 月 30 日時点の顧客数約 910 万という
強固な顧客基盤を活かし、2026 年第 2 四半期においてグループ当期純利益に 8,400 万ユーロ貢献したが、
これは 2026年に 3億ユーロ超貢献という年間目標に沿った結果となり、事業モデルの妥当性を実証した。
2026 年第 2 四半期の基準自己資本利益率（RONE）は 60.7％となった。 
 
グローバルバンキング・インベスターソリューションズ部門の収益は 2026 年第 2 四半期において 27 億
1,800 万ユーロと 2025 年第 2 四半期比で 2.7％増加し、連結範囲の変更および為替レートの変動による影響
を除くと 4.0％増加した。グローバルマーケッツ事業の 2026 年第 2 四半期の収益は 16 億ユーロとなり、
2025 年第 2 四半期比で 1.0％減少した。エクイティ事業の 2026 年第 2 四半期の収益は 2025 年第 2 四半期
に比べて 5.5％増加し、10 億ユーロを超過した。当四半期は、デリバティブ業務、ファイナンス業務、プ
ライムサービス業務における堅調な商業活動によって牽引された。債券・為替事業の収益は、主に欧州お
よび金利にエクスポージャーを有する事業構成において不利な環境が継続したことにより、2025 年第 2 四
半期比で 11.3％減少した。証券サービス事業の 2026 年第 2四半期の収益は手数料の増大および純受取利息
の増加に牽引され、2025 年第 2 四半期比で 3.9％増加した。グローバルバンキング・アドバイザリー事業
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は、顧客業務ならびにエネルギー、インフラおよびコモディティのトレーディング・ファイナンス分野で
のモメンタムの継続を背景とした堅調な組成業務に牽引され、力強い四半期となった。加えて、セクター
や地域を横断したいくつかの画期的な取引が原動力となり、デットおよびエクイティのキャピタルマーケ
ット業務が堅調に回復したことも、当四半期の下支えとなった。最後に、グローバルトランザクション・
ペイメントサービス事業の収益は、各地域の法人預金の増加に伴う好調な商業活動の推移に牽引され、
2025 年第 2 四半期比 6.7％増を記録した。  
 
モビリティ・国際リテールバンキング・金融サービス部門の収益は連結範囲の変更および為替レートの変
動による影響を除くと総額 18億 7,200 万ユーロとなり、4.9％減少した。国際リテールバンキング事業の収
益は連結範囲の変更および為替レートの変動による影響を除くと 2.9％増加した。モビリティ・金融サー
ビス事業の収益は 2025 年第 2 四半期比で 10.1％減少した。Ayvens の収益は、想定どおりに中古車販売実
績 1の正常化が続き、1ユニット当たり約 330 ユーロとなったことで、2025年第 2 四半期比で 13.0％減少し
た。これは、再度最も収益性の高い分野に注力するという継続的な戦略を反映したマージンの増大によっ
て一部相殺された。 
 
コーポレートセンターの 2026年第 2四半期の収益は、流動性の効率的管理の継続および適正価格で計上さ
れた負債の再評価に牽引され、2025 年第 2 四半期のマイナス 1 億 6,000 万ユーロに対し、マイナス 4,800

万ユーロとなった。 
 
2026 年上半期において、当グループの業務粗利益は 2025 年上半期比で 2.4％増加し、連結範囲の変更お
よび為替レートの変動による影響を除くと 5.2％の増加となった。 
 

営業費用 

2026 年第 2 四半期の営業費用は 41 億 5,500 万ユーロと、2025 年第 2 四半期比で 4.1％減少し、連結範囲
の変更および為替レートの変動による影響を除くと 2.7％減少した。営業費用の減少は主に 4,100 万ユーロ
の資産売却、800 万ユーロの改革費用の減少、IFRIC 第 21 号による 3,600 万ユーロの税金費用の戻入れによ
るものであった。経費には 2026 年 6 月に開始した従業員持株制度に関連する 1 億 2,700 万ユーロ 2の費用
を含み、2025 年第 2 四半期比で 2,600 万ユーロ増加した。これらの項目を調整すると、営業費用は 1 億
1,700 万ユーロ減少し、当グループの厳格なコスト管理の継続を裏付けた。  
 
2026 年第 2 四半期の経費率は 58.6％と、2025年第 2 四半期（63.8％）から低下し、営業レバレッジは大幅
に改善した。 
 
2026 年上半期において、営業費用は 2025 年上半期比 5.0％減と大幅に減少し、連結範囲の変更および為替
レートの変動による影響を除くと 2.7％減となった。この減少は当初計画の約 3％減を上回ったため、2025

年から 2026 年の経費削減の目標は約 4％減に上方修正された。経費率は 2025 年上半期の 64.4％に対して
59.7％となり、2026 年の目標に沿って 60％未満を達成した。 
 

リスク費用 

2026 年第 2 四半期のリスク費用 3は 27 ベーシスポイントまたは 3 億 9,000 万ユーロとなり、2026 年の目
標レンジである 25～30ベーシスポイントの範囲に収まった。これには回収懸念貸出金に対する引当金 4億

 
1  減価償却の影響を除いた中古車販売実績の総額 
2   普通株式等 Tier1 比率に影響を及ぼさず、その結果として分配可能な純利益に影響を及ぼさない非現金項目 
3  期首時点の貸出残高総額に基づく（年換算） 
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500 万ユーロ（約 28 ベーシスポイント）および正常債権（ステージ 1／ステージ 2）に対する引当金の戻
入れ 1,500 万ユーロを含む。 
 
2026 年 6 月 30 日時点の当グループの正常債権（ステージ 1／ステージ 2）1に対する引当金の残高は 29 億
3,300 万ユーロとなり、2026 年 3 月 31 日時点と同水準であったが、ステージ 2 引当金の残高は 2.4％減少
し、これはステージ 2 貸出残高の 3.4％に相当した。  
 
2026 年 6 月 30 日時点の総不良債権比率は 2.70％2と、2026 年 3 月 31 日時点（2.75％）から低下した。2026

年 6 月 30 日時点における当グループの不良債権の純カバレッジ比率（保証および担保を相殺後）は 83％3

であった。  
 

グループ当期純利益  

2026 年第 2 四半期のグループ当期純利益は 17 億 9,000 万ユーロとなり、四半期としては過去最高を記録
し、有形自己資本利益率（ROTE）は 12.2％となった。 
 
2026 年上半期のグループ当期純利益は 34 億 8,700 万ユーロと、半期としては過去最高を記録し、ROTE は
12.0％となった。 
 
2026 年上半期の業績を受け、当グループは 2026 年の ROTE の目標を約 11％へ上方修正した。 
 

株主還元 

2026 年上半期の決算報告に基づき、取締役会は 1 株当たり 0.75 ユーロの中間現金配当の支払いを決定し
た。配当落ち日は 2026 年 10 月 5 日、支払いは 2026 年 10 月 7 日に行われる予定である。 

 
加えて、消却を目的とする 15億ユーロの臨時自社株買いの形で超過資本の還元が実施される。この計画の
承認は欧州中央銀行（ECB）を含め、すでに取得済み 4である。計画は早ければ 2026 年 8 月 3 日に開始さ
れる予定である。 

 

 
1  オンバランスおよびオフバランスの引当金残高。主に IFRS 第 5 号の適用および為替影響による損益影響とは異なるステージ 1／ス

テージ 2 に対する引当金の四半期毎の変動 
2  2019 年 7 月 16 日に公表された欧州銀行監督機構（EBA）の手法に従い算出された比率 で、IFRS 第 5 号に従って現在売却過程にあ

る企業の貸出残高を除いた比率  
3  ステージ 3 引当金および保証・担保の合計額の不良債権残高の総額に対する比率 
4  2026 年 5 月 27 日に開催された合同株主総会の第 18 号決議に関連する同日付の自社株買い計画の説明書を参照のこと。 
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2．持続可能な開発 

当グループは、特にエネルギーセクター、低炭素輸送および二酸化炭素回収のセクターをまたぐ革新的な
ソリューションの開発を支援している。 
 
ソシエテ・ジェネラルは、当四半期において、米国のカーボンフリー電力の新興リーダーであるファー
ボ・エナジーに資金提供を行い、次世代の地熱エネルギーにおける革新的なプロジェクトに貢献した。特
に持続可能な航空燃料に対応した最新世代の貨物専用機への融資を通じて、持続可能なモビリティの開発
を継続的に支援している。さらに、ソシエテ・ジェネラルは、英国におけるエニ CCUS ホールディングス
の事業展開に参画し、二酸化炭素回収、輸送および貯蔵の技術において先駆者としての地位を築いている。 
 
当グループは、2026 年第 2 四半期において、自然分野への取組みを強化した。アーディアンとの間で自然
を基盤としたソリューションに焦点を当てた、財務および事業上のパートナーシップの立上げを発表した。
これは、自然生態系の保全および回復を目的としたプロジェクトの開発を支援するものである。さらに、
当グループは、生態系回復プロジェクトの開発および運営を専門とする、米国を拠点とした銀行プラット
フォームであるナチュリオンへの資金提供に参画している。最後に、ソシエテ・ジェネラルは、アクト・
フォー・ネイチャー・インターナショナルの一環として、2026 年から 2028 年までの期間における取組み
を刷新した。 
 
これらのイニシアチブは、気候および自然保護に関する課題が深刻化する中で、新たな機会を創出すると
ともに、変革を通じて顧客を支援するという当グループの志を示すものである。 
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3．当グループの財務構造 

2026 年 7 月 30 日時点の当グループの普通株式等 Tier1 比率は 13.2％となり、規制要件を約 290 ベーシスポ
イント上回った。流動性に関しては、2026 年 6 月末時点の流動性カバレッジ比率（LCR）は 146％（2026

年第 2 四半期の平均は 147％）と規制要件を大幅に上回った一方、2026 年 6 月末時点の安定調達比率
（NSFR）は 115％であった。 
 
すべての流動性比率および自己資本比率は規制要件を大幅に上回っている。 
 
 2026 年 6 月 30 日 2025 年 12 月 31 日 規制要件 

CET1(1) 13.2% 13.5% 10.26% 

Tier 1 比率(1) 15.8% 16.0% 12.18% 

総自己資本(1) +18.0% 18.5% 14.74% 

レバレッジ比率(1) 4.3% 4.5% 3.60% 

TLAC（RWA 比）(1) 29.0% 29.7% 22.38% 

TLAC（レバレッジ比）(1) 7.9% 8.3% 6.75% 

MREL（RWA 比）(1) 31.1% 32.5% 27.46% 

MREL（レバレッジ比）(1) 8.5% 9.1% 6.01% 

期末 LCR 146% 144% >100% 

期中平均 LCR 147% 143% >100% 

NSFR 115% 116% >100% 

 
（単位：十億ユーロ） 2026 年 6 月 30 日 2025 年 12 月 31 日 

連結貸借対照表総額 1,673 1,547 
株主資本（IFRS）、グループ持分 72 70 

リスクアセット 406 393 
うち信用リスク 331 319 

調達貸借対照表総額 970 934 
顧客貸出金 476 466 

顧客預金 626 605 

 
2026 年 7 月 30 日現在、親会社は 2026 年のバニラ債資金調達プログラムに基づき、151 億ユーロの中長期
バニラ債を発行しており、うち 31 億ユーロは 2025 年末に発行されたプレファイナンスである。子会社は
28 億ユーロのバニラ債を発行している。当グループ全体では 179 億ユーロの中長期バニラ債を発行してい
る。 
 
2026 年 7 月末現在、親会社の 2026 年資金調達プログラムは、バニラ債発行については 96％が完了してい
る。 
 
当グループは 4 社の格付け機関から格付けを付与されている。（ⅰ）フィッチ・レーティングスからは長
期格付け「A＋」（安定的）、上位優先債格付け「A＋」および短期格付け「F1」、（ⅱ）ムーディーズか
らは長期格付け（上位優先債）「A1」（ネガティブ）および短期格付け「P-1」、（ⅲ）R&I からは長期格
付け（上位優先債）「A」（安定的）、（ⅳ）S&P グローバル・レーティングからは長期格付け（上位優
先債）「A」（ポジティブ）および短期格付け「A-1」となっている。 
 

 
1  バーゼル 4 の段階的適用を含む。非現金項目（従業員持株制度を含む。）から修正再表示され、超劣後債および永久劣後債の利息

を控除した後の 2026 年上半期のグループ当期純利益の 50％という経常的な株主還元率に基づく。 
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2026 年 5 月 12 日、フィッチは自社の銀行格付基準を改訂したことを踏まえ、SG の極めて高水準のレゾリ
ュ―ション債務バッファーを理由に SG の発行体格付けを「A－」から「A＋」に引き上げた。 
 
2026 年 6 月 29 日、S&P は、事業成績と資本基盤の強化を背景に SG の格付け見通しを「安定的」から「ポ
ジティブ」に変更した。 
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4．フランス国内リテールバンキング・プライベートバンキング・保険部門 

（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 
増減 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 
増減 

業務粗利益 2,553 2,269 +12.6% 5,057 4,568 +10.7% +11.7%* 

うち純受取利息 1,190 1,036 +14.9% 2,379 2,097 +13.4% +14.4%* 

うち手数料収入 1,127 1,013 +11.3% 2,241 2,069 +8.3% +9.4%* 

営業費用 (1,417) (1,477) -4.1% (2,910) (3,043) -4.4% -3.2%* 

営業総利益 1,137 791 +43.7% 2,147 1,525 +40.8% +41.0%* 

純リスク費用 (223) (146) +52.7% (387) (317) +22.2% +22.2%* 

営業利益 914 645 +41.7% 1,760 1,208 +45.6% +46.0%* 

その他の資産からの純損益 (0) 20 n/s 1 27 -97.5% -97.5%* 

グループ当期純利益 674 488 +38.0% 1,299 909 +42.8% +43.2%* 

RONE 14.7% 11.2%  14.2% 10.4%   

経費率 55.5% 65.1%  57.5% 66.6%   

 

商業活動 

SG ネットワーク、プライベートバンキング、保険 

2026 年第 2 四半期の SG ネットワークの平均預金残高は 2,190 億ユーロとなり、要求払預金の増加および
定期預金の減少を背景に 2025 年第 2 四半期比で 3％減少し、2026 年第 1 四半期比では 1％減少した。リテ
ール貯蓄および投資商品の力強い伸びは依然として続いている。 
 
2026 年第 2 四半期の SG ネットワークの平均貸出残高は 1,900 億ユーロと、2025 年第 2 四半期比では 2％
減少したが、2026 年第 1 四半期比では横ばいであった。 
 
2026 年第 2 四半期の平均預貸率は 87％であった。 
 
プライベートバンキング事業では、2026 年第 2 四半期の純インフローは 24 億ユーロとなり、2026 年第 2

四半期のインフローの年率換算値は運用資産の 7％を占めた。2026 年第 2 四半期の運用資産は、2025 年第
2 四半期比で 10％増加し、過去最高の 1,450 億ユーロとなった。当四半期の業務粗利益は 3 億 6,300 万ユー
ロと 2025 年第 2 四半期比で 18％増加し、上半期全体では 6 億 9,900 万ユーロとなった。 
 
フランス国内外の業務を含む保険事業は、再び極めて好調な実績となった。2026 年第 2 四半期の貯蓄型生
命保険の純インフローは 23 億ユーロとなった。2026 年第 2 四半期の生命保険残高は、2025 年第 2 四半期
比 11％増の 1,670 億ユーロと過去最高を記録した。ユニットリンク商品のシェアは引き続き拡大し、2026

年第 2 四半期には 43％に達した。 
 
ブルソバンク 

2026 年第 2 四半期の預金および金融貯蓄を含む管理資産は、2025 年第 2 四半期比 16％増の 840 億ユーロ
に達した。2026 年第 2 四半期の平均預金残高は、2025 年第 2 四半期比 9％増の 490 億ユーロとなった。生
命保険残高は、2025 年第 2 四半期比 20％増の 160 億ユーロに達した。売買仲介業務では株式の受注件数が
力強い成長を示し、2025 年第 2 四半期比で 25％増加して 370 万件の記録的水準に達した。 
 
2026 年第 2 四半期の平均貸出残高は、2025 年第 2 四半期比 8％増の 178 億ユーロであった。 
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2026 年第 2 四半期のブルソバンクの顧客数は約 910 万となり、当四半期に 28 万超の新規顧客を獲得した
一方、解約率は 4％未満と依然として低かった。 
 
ブルソバンクの 2026 年第 2 四半期のグループ当期純利益は総額 8,400 万ユーロとなり、2026 年の年間目標
である 3 億ユーロ超に沿った水準にある。2026 年第 2 四半期の基準自己資本利益率（RONE）は 60.7％で
あった。 
 

業務粗利益 

2026 年第 2 四半期の収益は、2025 年第 2 四半期比 12.6％増の総額 25 億 5,300 万ユーロ（PEL／CEL 引当金
の影響を含む。）であった。純受取利息と手数料収入は、2025 年第 2 四半期比でそれぞれ 14.9％および
11.3％増加した。 
 
2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比 10.7％増の総額 50 億 5,700 万ユーロ（PEL／CEL 引当金の影響を
含む。）となり、連結範囲の変更および為替レートの変動による影響を除くと 11.7％の増加であった。純
受取利息は 2025年上半期比 13.4％増となり、連結範囲の変更および為替レートの変動による影響を除くと
14.4％増であった。手数料収入は 2025 年上半期比 8.3％増となり、連結範囲の変更および為替レートの変
動による影響を除くと 9.4％増加した。 
 

営業費用 

2026 年第 2 四半期の営業費用は 14 億 1,700 万ユーロと、2025 年第 2 四半期比で 4.1％減少した。2026 年
第 2 四半期の経費率は 55.5％で、2025 年第 2 四半期比で 9.6 パーセントポイントの大幅改善となった。 
 
2026 年上半期の営業費用は 29 億 1,000 万ユーロと、2025 年上半期比で 4.4％減少し、連結範囲の変更およ
び為替レートの変動による影響を除くと 3.2％の減少であった。経費率は 57.5％で、2025 年上半期から 9.1

パーセントポイント改善した。 
 

リスク費用 

2026 年第 2 四半期のリスク費用は 2 億 2,300 万ユーロ、すなわち 2026 年第 1 四半期の 28 ベーシスポイン
トに対し、38 ベーシスポイントであった。 
 
2026 年上半期のリスク費用は総額 3 億 8,700 万ユーロ、すなわち 33 ベーシスポイントであった。 
 

グループ当期純利益 

2026年第 2四半期のグループ当期純利益は、総額 6億 7,400万ユーロであった。2026年第 2四半期の RONE

は、2025 年第 2 四半期の 11.2％に対して 14.7％であった。 
 
2026 年上半期のグループ当期純利益は、総額 12 億 9,900 万ユーロであった。2026 年上半期の RONE は、
2025 年上半期の 10.4％に対して 14.2％であった。 
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5．グローバルバンキング・インベスターソリューションズ部門 

（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 
増減 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 
増減 

業務粗利益 2,718 2,647 +2.7% +4.0%* 5,473 5,542 -1.3% +1.7%* 

営業費用 (1,587) (1,630) -2.7% -1.5%* (3,309) (3,385) -2.3% +0.1%* 

営業総利益 1,131 1,017 +11.2% +12.9%* 2,163 2,157 +0.3% +4.3%* 

純リスク費用 (12) (81) -85.6% -85.6%* (58) (136) -57.3% -57.3%* 

営業利益 1,119 936 +19.6% +21.6%* 2,105 2,021 +4.2% +8.6%* 

グループ報告当期純利益 867 750 +15.6% +17.4%* 1,640 1,606 +2.1% +6.3%* 

RONE 19.9% 16.8%   19.1% 17.7%   

経費率 58.4% 61.6%   60.5% 61.1%   

 

業務粗利益 

グローバルバンキング・インベスターソリューションズ部門は、収益が 2025 年第 2 四半期比 2.7％増の 27

億 1,800 万ユーロとなり、力強い四半期決算を公表した。 
 
2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比 1.3％減の 54 億 7,300 万ユーロとなった。 
 
グローバルマーケッツ・インベスターサービス事業は、引き続き大きな収益を生み出しており、2026 年第
2 四半期の収益は 2025 年第 2 四半期比 0.5％減の 17 億 4,300 万ユーロとなった。2026 年上半期の収益は、
2025 年上半期比 1.8％減の 36 億 900 万ユーロとなった。 
 
2026 年第 2 四半期のグローバルマーケッツ事業の収益は（2025 年第 2 四半期比 1.0％減の）15 億 6,100 万
ユーロに減少した。2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比 2.5％減の 32 億 5,100 万ユーロに減少した。 
 
エクイティ事業は、2025 年第 2 四半期比 5.5％増の 10 億 1,600 万ユーロの収益を上げ、引き続き底堅い業
績となった。当四半期は、デリバティブ業務、ファイナンス業務、プライムサービス業務における堅調な
商業活動に後押しされた。2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比 5.5％増の 21 億 3,500 万ユーロに増加
した。 
 
2026 年第 2 四半期の債券・為替事業の収益は、2025 年第 2 四半期比 11.3％減の 5 億 4,500 万ユーロとなっ
た。当該事業の収益は、主に欧州および金利にエクスポージャーを有する事業構成において不利な環境が
継続したことにより、影響を受けた。2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比 15.0％減の 11 億 1,600 万
ユーロとなった。 
 
証券サービス事業の収益は、手数料収入の増加および純受取利息の増加の双方により牽引され、2025 年第
2 四半期比 3.9％増の 1 億 8,300 万ユーロとなった。カストディ資産および管理資産はそれぞれ 5 兆 9,010

億ユーロおよび 7,440 億ユーロであった。2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比 5.8％増となった。 
 
2026 年第 2 四半期のファイナンス・アドバイザリー事業の収益は、2025 年第 2 四半期比で 8.9％増加し、
総額 9 億 7,500 万ユーロとなった。2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比で横ばい（0.2％減）の 18 億
6,400 万ユーロであった。 
 
グローバルバンキング・アドバイザリー事業は、収益が 2025 年第 2 四半期比で 9.7％増加し、力強い四半
期となったことを公表したが、これは顧客業務ならびにエネルギー、インフラおよびコモディティのトレ
ーディング・ファイナンス分野でのモメンタムの継続を背景とした堅調な組成業務に牽引されたものであ
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る。加えて、セクターや地域を横断したいくつかの画期的な取引が原動力となり、デットおよびエクイテ
ィのキャピタルマーケット業務が堅調に回復したことも、当四半期の下支えとなった。2026 年上半期の収
益は、2025 年上半期比 1.0％減となった。 
 
グローバルトランザクション・ペイメントサービス事業は、各地域の法人預金の増加に伴い、商業活動が
好調に推移した。収益は 2025 年第 2 四半期比 6.7％増となった。2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比
2.1％増となった。 
 

営業費用 

2026 年第 2 四半期の営業費用は、2025 年第 2 四半期比 2.7％減の 15 億 8,700 万ユーロとなった。2026 年
第 2 四半期の経費率は、2025 年第 2 四半期の 61.6％に対して 58.4％であった。 
 
2026 年上半期の営業費用は、2025 年上半期比 2.3％減となり、一方で 2026 年上半期の経費率は、2025 年
上半期の 61.1％に対して 60.5％となった。 
 

リスク費用 

2026 年第 2 四半期のリスク費用は、2026 年第 1 四半期の 12 ベーシスポイントに対し、低水準の 3 ベーシ
スポイントとなった。 
 
2026 年上半期のリスク費用は、2025 年上半期の 16 ベーシスポイントに対し、5,800 万ユーロ、すなわち 7

ベーシスポイントとなった。 
 

グループ当期純利益 

2026 年第 2 四半期のグループ当期純利益は、2025 年第 2 四半期比 15.6％増の 8 億 6,700 万ユーロとなり、
RONE は 19.9％であった。 
 
2026 年上半期のグループ当期純利益は、2.1％増の 16億 4,000 万ユーロとなり、RONE は 19.1％であった。 
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6．モビリティ・国際リテールバンキング・金融サービス部門 

（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 
増減 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 
増減 

業務粗利益 1,872 2,036 -8.0% -4.9%* 3,815 4,036 -5.5% -1.1%* 

営業費用 (973) (1,059) -8.1% -3.9%* (2,016) (2,240) -10.0% -5.0%* 

営業総利益 899 977 -7.9% -6.0%* 1,799 1,796 +0.1% +3.7%* 

純リスク費用 (156) (126) +23.5% +37.1%* (302) (250) +20.5% +25.6%* 

営業利益 743 850 -12.6% -11.8%* 1,497 1,546 -3.2% +0.2%* 

その他の資産からの純損益 14 0 x 66.2 x 66.2* 16 0 x 57.0 x 57.0 

非支配持分損益 227 246 -7.5% -9.5%* 447 458 -2.3% -2.1%* 

グループ当期純利益 360 404 -10.8% -8.5%* 725 722 +0.4% +5.5%* 

RONE 13.4% 15.3%   13.5% 13.2%   

経費率 52.0% 52.0%   52.8% 55.5%   

 

商業活動 

国際リテールバンキング事業 

国際リテールバンキング事業は 2026 年第 2 四半期も成長を続け、貸出残高は 2025 年第 2 四半期比 5.6％増
*の 630 億ユーロとなり、預金残高も 2025 年第 2 四半期比 7.5％増*の 780 億ユーロとなった。 
 
欧州では、リテール顧客および法人顧客の両方において 2026年第 2 四半期の貸出残高が 490億ユーロと、
2025年第2四半期比8.8％増*の力強い伸びを示し、このうちチェコ共和国が8.0％増*、ルーマニアが11.4％
増*を記録した。2026 年第 2 四半期の預金残高も、2025 年第 2 四半期比 8.8％増*の 610 億ユーロとなり、
このうちチェコ共和国が 10.2％増*、ルーマニアが 4.3％増*となった。 
 
アフリカ、地中海沿岸地域およびフランス海外領域では、2026 年第 2 四半期は前向きな商業的モメンタム
を示し、2026 年第 2 四半期の貸出残高は 2025 年第 2 四半期比 1.7％増*の 140 億ユーロ、2026 年第 2 四半
期の預金残高は 2025 年第 2 四半期比 3.2％増*の 170 億ユーロとなった。 
 
モビリティ・金融サービス事業 

Ayvens の収益資産は 2026 年第 2 四半期は 526 億ユーロと、2025 年第 2 四半期比で横ばいであった。これ
は、戦略的に収益性を見直し、残存価値を慎重に管理したためであった。 
 
消費者金融事業は、2026 年第 2 四半期の貸出残高が 230 億ユーロとなった。 
 

業務粗利益 

2026年第 2四半期のモビリティ・国際リテールバンキング・金融サービス部門の収益は、2025 年第 2 四半
期比 4.9％減*の 18 億 7,200 万ユーロとなった。これは、Ayvens における中古車販売実績の想定内の正常化
を反映している。 
 
2026 年上半期の収益は、2025 年上半期比 1.1％減*の 38 億 1,500 万ユーロであった。 
 
国際リテールバンキング事業の 2026 年第 2 四半期の収益は、2025 年第 2 四半期比 2.9％増*の 8 億 6,900 万
ユーロに達した。2026 年上半期では 2025 年上半期比 2.5％増*の 17 億 4,900 万ユーロとなった。 
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欧州の 2026 年第 2 四半期の収益は、スプレッドの低下にもかかわらず 2025 年第 2 四半期比 3.4％増*の 5

億 4,100 万ユーロとなった。 
 
アフリカ、地中海沿岸地域およびフランス海外領域の 2026 年第 2 四半期の収益は、2025 年第 2 四半期比
1.9％増*の 3 億 2,800 万ユーロとなった。 
 
モビリティ・金融サービス事業の収益は 2026 年第 2 四半期に 10 億 300 万ユーロと、主に Ayvens に起因し
て 2025 年第 2 四半期比で 10.1％減少*した。2026 年上半期は、2025 年上半期比 3.9％減*の 20 億 6,700 万ユ
ーロであった。 
 
Ayvens の 2026 年第 2 四半期の収益は、想定内の中古車販売実績の正常化により 1、2025 年第 2 四半期比
13.0％減 2の 7 億 5,500 万ユーロとなった。また、1 台当たり約 330 ユーロという平均収益も、2026 年の目
標レンジである 200～600 ユーロの範囲内である。2026 年第 2 四半期のマージンは、2025 年第 2 四半期の
550 ベーシスポイント 3に対して約 610 ベーシスポイント 3と高水準であった。企業レベルでは、Ayvens は
経費率が 50.3％4、ROTE が 13.4％4で 2026 年の目標に沿っていた。 
 
消費者金融事業の 2026 年第 2 四半期の収益は 2 億 4,800 万ユーロと、2025 年第 2 四半期比で横ばい*であ
った。2026 年第 2 四半期のマージンの継続的改善（純受取利息は 2025 年第 2 四半期比 9％増）が、2025

年第 2 四半期のプラスの資産再評価によるベース効果を相殺した。 
 

営業費用 

2026 年第 2 四半期の営業費用は、2025 年第 2 四半期比 3.9％減*の 9 億 7,300 万ユーロとなった。2026 年第
2 四半期の経費率は 52.0％で、2025 年第 2 四半期から横ばいであった。 
 
2026 年上半期の営業費用は 2025 年上半期比で 5.0％減少*した一方、2026 年上半期の経費率は、2025 年上
半期の 55.5％から 52.8％に改善した。 
 
国際リテールバンキング事業の 2026年第 2四半期の営業費用は、ルーマニアでの銀行への税率倍増（2025

年 7 月 1 日から遡及的適用）を含め、2025 年第 2 四半期比 3.1％増*の総額 4 億 4,500 万ユーロとなった。 
 
モビリティ・金融サービス事業の 2026 年第 2 四半期の営業費用は、Ayvens のシナジー効果および改革費
用の減少により、2025 年第 2 四半期比 8.4％減の 5 億 2,900 万ユーロに減少した。 
 

リスク費用 

2026 年第 2 四半期のリスク費用は 1 億 5,600 万ユーロ、すなわち 43 ベーシスポイントとなり、2026 年第
1 四半期（40 ベーシスポイント）を上回った。 
 
2026 年上半期のリスク費用は総額 3 億 200 万ユーロ、すなわち 41 ベーシスポイントであった。 
 

 
1 減価償却費調整の影響を除いた中古車販売実績の総額 
2 SG レベルでの Ayvens の収益 
3 主にトルコの超インフレ関連の非経常項目を除く。 
4 Ayvens の 2026 年第 2 四半期決算の報告書に開示されたとおり。 
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グループ当期純利益 

2026 年第 2 四半期のグループ当期純利益は 3 億 6,000 万ユーロと、2025 年第 2 四半期比で 8.5％減少*し
た。2026 年第 2 四半期の RONE は 2025 年第 2 四半期の 15.3％から 13.4％に低下した。2026 年第 2 四半期
の RONE は、国際リテールバンキング事業で 15.4％、モビリティ・金融サービス部門で 11.9％であった。 
 
2026年上半期のグループ当期純利益は7億2,500万ユーロで、2025年上半期比で5.5％減少*した。2026年上
半期のRONEは、2025年上半期の13.2％に対して13.5％と横ばいであった。2026年上半期のRONEは国際リテ
ールバンキング事業で14.9％、モビリティ・金融サービス部門で12.6％であった。 
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7．コーポレートセンター 

 

（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 
増減 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 
増減 

業務粗利益 (48) (160) +70.3% +70.3%* (143) (273) +47.4% +47.4%* 

営業費用 (178) (164) +8.8% +4.9%* (249) (267) -6.6% -13.4%* 

営業総利益 (226) (324) +30.3% +31.6%* (392) (539) +27.2% +29.9%* 

純リスク費用 0 (2) n/s n/s 2 4 +55.5% +55.5%* 

その他の資産からの純損益 (2) 57 n/s n/s 59 250 -76.2% -76.2%* 

法人所得税 129 83 -55.5% -52.7%* 192 143 -33.7% -29.0%* 

グループ当期純利益 (111) (188) +41.3% +42.6%* (177) (176) -0.6% +7.6%* 

 
コーポレートセンターには以下の項目が含まれる。 

- 当グループ本社の不動産管理 

- 当グループの株式ポートフォリオ 

- 当グループの財務担当部署 

- 部門横断的なプロジェクトに関連する特定の費用および事業部門に紐づけられない当グループの
諸費用 
 

業務粗利益 

2026 年第 2 四半期のコーポレートセンターの業務粗利益は、余剰流動性の管理の改善と公正価値で測定す
る負債の再評価が奏功して、2025 年第 2 四半期のマイナス 1 億 6,000 万ユーロに対し、総額マイナス 4,800
万ユーロとなった。 
 
2026 年上半期のコーポレートセンターの業務粗利益は、2025 年上半期のマイナス 2 億 7,300 万ユーロに対
し、総額マイナス 1 億 4,300 万ユーロとなった。 
 

営業費用 

2026 年第 2 四半期の営業費用は、2025 年第 2 四半期の 1 億 6,400 万ユーロに対し、総額 1 億 7,800 万ユー
ロとなった。この中には、2026 年 6 月からの従業員持株制度に係る費用の 1 億 2,700 万ユーロが含まれて
おり、2025 年第 2 四半期の同費用は約 1 億ユーロであった。 
 
2026 年上半期の営業費用は、2025 年上半期の 2 億 6,700 万ユーロに対し、総額 2 億 4,900 万ユーロとなっ
た。 
 

グループ当期純利益 

2026 年第 2 四半期のコーポレートセンターのグループ当期純利益は、2025 年第 2 四半期のマイナス 1 億
8,800 万ユーロに対し、総額マイナス 1 億 1,100 万ユーロとなった。 
 
2026 年上半期のコーポレートセンターのグループ当期純利益は、2025 年上半期のマイナス 1 億 7,600 万ユ
ーロに対し、総額マイナス 1 億 7,700 万ユーロとなった。 
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8．2026 年および 2027 年の財務情報開示日程 

2026 年および 2027 年の財務情報開示日程 
 

2026 年 9 月 21 日 キャピタル・マーケッツ・デー 

2026 年 10 月 5 日 中間配当の権利落ち日 

2026 年 10 月 7 日 中間配当の支払日 

2026 年 10 月 29 日 2026 年第 3 四半期決算および 2026 年 1～9 月期決算 

2027 年 2 月 4 日 2026 年第 4 四半期決算および 2026 年通期決算 

2027 年 5 月 4 日 2027 年第 1 四半期決算 

 

9．付属書類 1：財務情報 

主力事業部門別のグループ当期純利益 

（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 
増減 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 
増減 

フランス国内リテールバンキング・ 

プライベートバンキング・保険部門 
674 488 +38.0% 1,299 909 +42.8% 

グローバルバンキング・ 

インベスターソリューションズ部門 
867 750 +15.6% 1,640 1,606 +2.1% 

モビリティ・国際リテールバンキング・ 

金融サービス部門 
360 404 -10.8% 725 722 +0.4% 

主力事業部門合計 1,901 1,642 +15.8% 3,664 3,238 +13.2% 

コーポレートセンター (111) (188) +41.3% (177) (176) -0.6% 

当グループ 1,790 1,453 +23.2% 3,487 3,061 +13.9% 

 

主な特別項目 

（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 

営業費用、一時費用および改革費用合計 (150) (131) (162) (205) 

改革費用 (22) (30) (34) (104) 

うちフランス国内リテールバンキング・ 

プライベートバンキング・保険部門 
(5) (10) (9) (33) 

うちグローバルバンキング・ 

インベスターソリューションズ部門 
(2) 9 (6) (3) 

うちモビリティ・国際リテールバンキング・ 

金融サービス部門 
(14) (29) (18) (68) 

うちコーポレートセンター (0) 0 (0) 0 

一時費用 (127) (101) (127) (101) 

従業員持株制度 (127) (101) (127) (101) 

     

その他一時費用合計 12 75 76 277 

その他の資産からの純損益 12 75 76 277 
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連結貸借対照表 
 
 

（単位：百万ユーロ）  2026 年 6 月 30 日 2025 年 12 月 31 日 

現金および中央銀行預け金  130,803 133,322 

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産  663,111 576,057 

ヘッジ目的デリバティブ  7,844 8,007 

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産  100,687 101,088 

償却原価で測定する有価証券  61,610 50,963 

償却原価で測定する銀行預け金  85,135 76,287 

償却原価で測定する顧客貸出金  464,057 454,504 

金利リスクをヘッジしたポートフォリオの再評価差額  (785) (768) 

保険契約資産および再保険契約資産  453 649 

税金資産  4,388 4,709 

その他の資産  90,063 73,313 

売却目的保有非流動資産  701 2,496 

持分法適用投資  279 433 

有形および無形固定資産  59,913 60,498 

のれん  5,235 5,083 

合計  1,673,492 1,546,641 

 
（単位：百万ユーロ）  2026 年 6 月 30 日 2025 年 12 月 31 日 

中央銀行預り金  9,160 9,737 

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債  457,710 398,054 

ヘッジ目的デリバティブ  13,686 13,919 

発行債券  157,552 151,389 

銀行預り金  121,796 103,786 

顧客預金  535,542 525,810 

金利リスクをヘッジしたポートフォリオの再評価差額  (7,218) (7,436) 

税金負債  2,592 2,603 

その他の負債  114,168 87,188 

売却目的保有非流動負債  1,508 3,033 

保険契約負債および再保険契約負債  170,945 162,463 

引当金  3,821 3,952 

劣後債務  11,682 12,616 

負債合計  1,592,943 1,467,114 

株主資本  - - 

株主資本、グループ持分  - - 

発行済普通株式および資本準備金  17,609 19,237 

その他の資本性金融商品  10,554 9,762 

利益剰余金  40,443 35,862 

純利益  3,487 6,002 

小計  72,093 70,863 

未実現・繰延キャピタルゲインおよびキャピタルロス  (448) (719) 

資本、グループ持分小計  71,645 70,144 

非支配持分損益  8,904 9,383 

株主資本合計  80,549 79,527 

合計  1,673,492 1,546,641 
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10．付属書類 2：財務情報の基準となる事項 

1 - 業務粗利益 

中核事業部門の業務粗利益は、ソシエテ・ジェネラルの 2026 年度「Universal Registration Document（年次
報告書）」の 42 ページに定義されている。「収益」および「業務粗利益」は同義語として使用されてい
る。これらは、各事業に対する標準的資本配分を考慮した上での、各中核事業部門の業務粗利益の正規化
した数値を提供している。 
 
2 - 営業費用 

営業費用は、2025 年 12 月 31 日現在の当グループの連結財務諸表の注 5 に記載されている「営業費用」を
指す。また、営業費用について言及する際、「費用」という用語も使われている。経費率は、ソシエテ・
ジェネラルの 2026年度「Universal Registration Document（年次報告書）」の 42ページに定義されている。 
 
3 - ベーシスポイント表示のリスク費用、回収懸念残高のカバレッジ比率 

リスク費用は、ソシエテ・ジェネラルの 2026 年度「Universal Registration Document（年次報告書）」の 43

ページおよび 709 ページに定義されている。当該指標により、各中核事業部門のリスク水準を、貸借対照
表上のローンコミットメント（オペレーティングリースを含む。）のパーセンテージとして評価すること
が可能となる。 

 

（単位：百万ユーロ）  
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 

フランス国内リテールバンキング・
プライベートバンキング・ 

保険部門 

純リスク費用 223 146  387 317  

貸出残高総額 232,657  230,025  233,174  231,781  

ベーシスポイント表示 

のリスク費用 
38  25  33  27  

グローバルバンキング・ 

インベスターソリューションズ 

部門 

純リスク費用 12  81  58  136  

貸出残高総額 178,540  171,860  170,477  172,321  

ベーシスポイント表示 

のリスク費用 
3  19  7  16  

モビリティ・ 

国際リテールバンキング・ 

金融サービス部門 

純リスク費用 156  126  302  250  

貸出残高総額 145,507  144,329  145,811  151,727  

ベーシスポイント表示 

のリスク費用 
43  35  41  33  

コーポレートセンター 

純リスク費用 -  2  (2)  (4) 

貸出残高総額 27,056  26,404  26,673  25,998  

ベーシスポイント表示 

のリスク費用 
(1) 3  (1) (3) 

ソシエテ・ジェネラル・グループ 

純リスク費用 390  355  745  699  

貸出残高総額 583,760  572,618  576,135  581,827  

ベーシスポイント表示 

のリスク費用 
27  25  26  24  

 
回収懸念残高総額のカバレッジ比率は、規則上、デフォルトに陥っていると特定された残高総額に対する
信用リスクに関して認識されている引当金の比率として算出されており、提供された保証は考慮されてい
ない。当該カバレッジ比率により、デフォルトに陥っている（「回収が懸念される」）残高と関連してい
る最大残存リスクを測定することができる。 
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4 - ROE、ROTE、RONE 

ROE（自己資本利益率）および ROTE（有形自己資本利益率）の概念ならびにこれらの算出方法は、ソシエ
テ・ジェネラルの 2026 年度「Universal Registration Document（年次報告書）」の 43 ページおよび 44 ペー
ジに記載されている。当該数値により、ソシエテ・ジェネラルの自己資本利益率および有形自己資本利益
率を評価することが可能となる。 
 
RONE（基準自己資本利益率）は、ソシエテ・ジェネラルの2026年度「Universal Registration Document（年
次報告書）」の 44ページに記載されている原則に基づき、当グループの事業部門に配分される平均基準資
本の利益率を特定する。2025 年第 1 四半期決算以降、過去のデータを修正再表示したことにより、各事業
の利益率の目標は 13％の資本配分に基づいている。2025 年第 1 四半期における配分資本には、2025 年 1

月 1 日から適用されるバーゼル 4 に関連した規制の影響が含まれる。 
 
当期における ROE および ROTE を算出するために行った会計上の資本に対する修正は、下表に詳述されて
いる。 
 
ROTE の算出：算出方法 

期末（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 

株主資本、グループ持分 71,645 68,293 71,645 68,293 

超劣後債および永久劣後債 (10,346) (8,386) (10,346) (8,386) 

配当準備金(1)、N-1 に係る支払配当金ならびに超劣後債および 

永久劣後債の保有者への未払利息(2) 
(3,225) (2,351) (3,225) (2,351) 

転換準備金を除くその他の包括利益 241 512 241 512 

期末 ROE 資本 58,316 58,067 58,316 58,067 

平均 ROE 資本 58,788 58,579 58,797 58,743 

のれん平均(3) (4,257) (4,174) (4,249) (4,182) 

平均無形資産 (2,559) (2,787) (2,590) (2,811) 

平均 ROTE 資本 51,971 51,618 51,958 51,749 

     

グループ当期純利益 1,790 1,453 3,487 3,061 

超劣後債および永久劣後債の保有者への支払利息および 

未払利息、発行時額面超過額償却額 
(205) (200) (378) (387) 

調整後 ROE グループ当期純利益 1,585 1,253 3,108 2,674 

のれんの控除 - - - - 

調整後 ROTE グループ当期純利益 1,585 1,253 3,108 2,674 

ROE 10.8% 8.6% 10.6% 9.1% 

ROTE 12.2% 9.7% 12.0% 10.3% 
123 
 
 

 
1  配当準備金は、非現金項目から修正再表示され、超劣後債および永久劣後債を控除した後のグループ当期純利益の 50％を通常の株

主還元率として算出される。 
2  税引後利息。2026 年第 1 四半期より算出手法を一部変更。過去データは修正再表示していない。 
3  非支配持分に起因するのれんを除く。 
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RONE の算出：主力事業部門への平均配分資本（単位：百万ユーロ） 

（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

第 2 四半期 

2025 年 

第 2 四半期 
増減 

2026 年 

上半期 

2025 年 

上半期 
増減 

フランス国内リテールバンキング・ 

プライベートバンキング・保険部門 
18,316 17,412 +5.2% 18,299 17,549 +4.3% 

グローバルバンキング・ 

インベスターソリューションズ部門 
17,435 17,894 -2.6% 17,161 18,109 -5.2% 

モビリティ・国際リテールバンキング・ 

金融サービス部門 
10,739 10,535 +1.9% 10,700 10,955 -2.3% 

主力事業部門合計 46,491 45,841 +1.4% 46,161 46,613 -1.0% 

コーポレートセンター 12,296 12,738 -3.6% 12,636 12,130 +4.2% 

当グループ 58,787 58,579 +0.4% 58,797 58,743 +0.1% 
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5 – 純資産および有形純資産 

純資産および有形純資産は、当グループの 2026 年度「Universal Registration Document（年次報告書）」の
45 ページの財務情報の基準となる事項の記載において定義されている。これらを算出するために使用した
項目は以下のとおりである。 
1 23

 

期末（単位：百万ユーロ） 
2026 年 

上半期 

2026 年 

第 1 四半期 
2025 年 

株主資本、グループ持分 71,645 70,997 70,144 

超劣後債および永久劣後債 (10,346) (10,397) (9,366) 

超劣後債および永久劣後債の利息、発行時額面超過額償却額(1) (123) (165) 14 

トレーディングポートフォリオ上の当行株式の 

帳簿価額 
(10) (15) (22) 

純資産額 61,166 60,420 60,770 

のれん(2) (4,257) (4,257) (4,225) 

無形資産 (2,504) (2,615) (2,625) 

有形純資産額 54,405 53,548 53,919 

    

NAPS（1 株当たり純資産額）の算出に用いられる株数（単位：千株）(3) 730,035 730,035 754,887 

1 株当たり純資産額（単位：ユーロ） 83.8 82.8 80.5 

1 株当たり有形純資産額（単位：ユーロ） 74.5 73.3 71.4 

 
6 - 1 株当たり利益（EPS）の算出 

ソシエテ・ジェネラルが発表する EPS は、国際会計基準（IAS）第 33 号に定義されている規定に従って算
出されている（ソシエテ・ジェネラルの 2026 年度「Universal Registration Document（年次報告書）」の 44

ページを参照のこと。）。EPS を算出する際に行ったグループ当期純利益の修正は、ROE および ROTE を
算出する際に行った修正再表示に対応するためである。 
 
1 株当たり利益の算出については、下表に詳述されている。 

 

平均株数（単位：千株） 
2026 年 

上半期 

2026 年 

第 1 四半期 
2025 年 

発行済株式 754,338 759,309 790,605 

控除    

従業員に与えられたストックオプションおよび無償株式を補填するために 

配分された株式 
1,738 2,244 2,328 

その他の当行株式および自己株式 14,281 14,604 12,021 

EPS 算出に用いられた株数(4) 738,319 742,461 776,255 

グループ当期純利益（単位：百万ユーロ） 3,487 1,696 6,002 

超劣後債および永久劣後債に係る利息（単位：百万ユーロ） (378) (173) (720) 

調整後グループ当期純利益（単位：百万ユーロ） 3,108 1,523 5,282 

EPS（単位：ユーロ） 4.21 2.05 6.80 

 
1  税引後利息 
2  非支配持分から生じるのれんを除く。 
3  考慮された株数は、期末現在の発行済普通株式（ただし、自己株式および自社株買いを行った株式を除くが、当グループが保有す

るトレーディング目的の株式を含む。）の数である（千株単位で表示されている）。 
4  考慮された株数は、発行済普通株式（ただし、自己株式および自社株買いを行った株式を除くが、当グループが保有するトレーデ

ィング目的の株式を含む。）の期中の平均株式数である（千株単位で表示されている）。 
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7 - 自己資本比率およびレバレッジ比率 

株主資本、リスクアセットおよびレバレッジエクスポージャーは、段階的適用および全面適用の比率を算
出するための規制で定められる手続を含む、バーゼル 3 の最終版を法制化した、適用ある CRR3／CRD6 規
制（バーゼル 4）に従い算出されている。自己資本比率およびレバレッジ比率は、特に明記しない限り、
当事業年度における配当控除後の未実現利益に対する試算ベースで表示されている。 
 
8 - 調達貸借対照表、預貸率 

調達貸借対照表は、当グループの財務諸表に基づき、以下の 2 つのステップで作成する。 

- ステップ 1：貸借対照表の経済分析をしやすくするため、財務諸表項目をより大きな項目に組み替え
る。主な組替の内容は以下のとおりである。 

保険：保険に関連する会計項目を資産と負債の両方で 1 つにグループ化する。 

顧客貸出金：顧客に対する貸出金残高（引当金および評価損控除後、純リース債権残高および損益を
通じて公正価値で測定される取引を含む。）を含み、IFRS 第 9 号で規定される条件に従い貸出金およ
び債権に組み替えた金融資産（これらの残高は各々の元の項目に組み替えられている。）を除く。 

ホールセール資金調達：銀行間取引負債および発行債券を含む。資金調達取引は、残存期間（1 年を
超えるか 1 年未満であるか）に基づいて中長期資金調達および短期資金調達に振り分けられている。 

フランス国内リテールバンキングのネットワークが発行した証券の持分（中長期資金調達に計上）お
よびカウンターパーティと実施した一定の取引のうち顧客預金と同等のもの（従来は短期資金調達に
計上）は顧客預金に組み替えられる。 

市場調達に相当する一部の取引は、顧客預金から控除され、短期資金調達に組み入れられる。 

- ステップ 2：保険子会社の貢献分を除外し、デリバティブ、現先契約、有価証券貸借、未払金および
「中央銀行預り金」を差し引く。 

 

当グループの預貸率は、調達貸借対照表に記載されている顧客貸出金を顧客預金で除して算出している。 
 

注 

(1) 表および分析に含まれる数値の合計は、四捨五入の誤差により、公表されている数値とわずかに異なる
場合がある。 

(2) 当四半期決算に関するすべての情報（特に、プレスリリース、ダウンロード可能なデータ、プレゼンテ
ーションスライドおよび補足資料）は、ソシエテ・ジェネラルのホームページ
（www.societegenerale.com）の「Investor」のセクションにおいて閲覧可能である。 
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免責事項 
 
ソシエテ・ジェネラルの 2026 年第 2 四半期および 2026 年上半期の財務業績に関する財務情報は、当行ウェブサイト
(https://investors.societegenerale.com/en)でご覧いただけるプレゼンテーションおよび本専用プレスリリースを含んで
います。 
 
2026 年 6 月 30 日に終了する四半期に関する財務情報は、欧州連合により採択され、当該日時点において適用される
IFRS（国際財務報告基準）（以下「IFRS」といいます。）に準拠して作成されています。当該情報は 2026 年 7 月 29 日
に取締役会によって承認されました。2026 年 6 月 30日現在の要約中間財務諸表については、法定監査人による限定的
なレビュー手続が現在行われています。 
 
本プレスリリースには、ソシエテ・ジェネラルの事業活動、目標および戦略に関連する評価および予測を反映した将
来の見通しに関する情報および記述（以下「本情報」といいます。）が含まれています。本情報は、IFRS に準拠した
会計原則および方法の適用ならびに現時点で有効な健全性規制の適用を含む一般的および具体的な前提、特に規制上
の前提に基づいています。本情報は、所与の競争、規制および地政学の環境下における複数の経済前提に基づくシナ
リオから導き出された主観的な判断および分析の重要な要素を含む様々な前提を反映しており、不正確であると判明
する可能性があります。ソシエテ・ジェネラルは以下を行うことができない場合があります。 
 
－ 当グループの事業に影響をもたらす可能性のあるすべてのリスク、不確実性、偶発事象その他の要因を予測し、

その潜在的な影響を評価すること 
 
－ リスクまたは複合リスクの発生により、実際の結果が本プレスリリースに記載されている見通しからどの程度大

きく乖離するかを正確に評価すること 
 
したがって、ソシエテ・ジェネラルはこれらの記述は合理的な仮定に基づいていると考えているものの、本情報は、
ソシエテ・ジェネラルもしくはその経営陣が認知していない事項または現状で重大とみなされない事項を含む、数々
のリスク、不確実性および偶発事象に左右され、予想していた事象が発生する保証または設定していた目標が実際に
達成される保証はありません。 
 
実際の業績と、本情報の中で予想されている業績を大きく異なるものにしうる重要な要因には、とりわけ、一般的経
済活動の全体的な傾向、より具体的にはソシエテ・ジェネラルの市場における全体的な傾向、規制、健全性および地
政学上の変化ならびにソシエテ・ジェネラルの事業、戦略、経営および財政に関わるイニシアチブの成功が含まれま
す。 
 
ソシエテ・ジェネラルの財務業績に影響を及ぼす可能性のある潜在的リスク要因についてのより詳細な情報は、フラ
ンス金融市場庁（Autorité des Marchés Financiers）に提出された当行の「Universal Registration Document（年次報告書）」
（https://investors.societegenerale.com/en にて閲覧可能）の「Risk Factors」のセクションをご覧ください。 
 
したがって、本プレスリリースに含まれる情報をご参考にされる際には、ソシエテ・ジェネラルの事業活動に影響を
もたらす可能性のある不確実性要因およびリスク要因を考慮されるようお勧めします。適用ある法律で義務付けられ
ている場合を除き、ソシエテ・ジェネラルは、本情報を更新または修正するいかなる義務も負いません。 
 
特に明記しない限り、事業ランキングおよび市場ポジションは内部資料によるものです。本プレスリリースは、当行
の市場ポジションおよび競争的地位に関する情報を含む場合があります。かかる情報は、該当期間についての市場デ
ータおよびそれらの市場における当行の実際の収益に基づいています。当行は、当該市場情報を様々な外部の情報源
（刊行物および調査物）ならびに当行独自の内部推計値から入手しました。当行は、これらの外部の情報源を独自に
検証していないため、その正確性、真実性、精密性および完全性を保証することはできません。加えて、当行内部の
調査および推定は、独立した専門家その他の独立した情報源によって検証されていません。したがって、当該情報に
依存すべきではありません。 
 
代替的業績指標、特に中核事業部門の業務粗利益、営業費用、ベーシスポイント表示のリスク費用、ROE、ROTE、
RONE、純資産および有形純資産の概念ならびに健全性比率を公表する際の原則は、当社の「Universal Registration 

https://investors.societegenerale.com/en
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Document（年次報告書）」に記載されているほか、該当する場合、本プレスリリース末尾の財務情報の基準となる事
項ならびに本プレスリリースとともに公表されたプレゼンテーションにも記載されています。 
 
表および分析に含まれる数値の合計は、四捨五入の誤差により、公表されている合計値とわずかに異なる場合があり
ます。 
 
本情報の妥当性、正確性、完全性または合理性については、明示または黙示を問わず、いかなる表明、保証または誓
約も行いません。ソシエテ・ジェネラルまたはその代表者は、本プレスリリースに含まれる情報、これに関連する事
項またはこれが言及しうる文書もしくは情報について、その過誤、欠落、不正確性またはそれらを信用もしくは利用
したことにより生じたいかなる結果についても一切の責任を負うことはできません。 
 
本プレスリリースは、ソシエテ・ジェネラルの株式またはソシエテ・ジェネラルが発行する、もしくはソシエテ・ジ
ェネラルに関連するその他の金融商品もしくは金融契約の購入または売却を勧誘するものではありません。 
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ソシエテ・ジェネラル 
 
ソシエテ・ジェネラルは、欧州最大手の金融機関の 1 つで、約 11 万人の従業員を擁し、世界 58 ヶ国で 2,700 万のお客
さまに金融サービスを提供しています。160 年超にわたり、法人、機関投資家および個人のお客さまに付加価値の高
い多様なアドバイザリー・サービスと金融ソリューションを提供し、経済の発展を支えてきました。お客さまとの長
きにわたる信頼関係、先進的な専門性、独創的なイノベーション、環境・社会・ガバナンス（ESG）における能力お
よび優れた事業基盤はこれまで受け継がれてきたソシエテ・ジェネラルの企業文化の一部であり、こうした特性がす
べてのステークホルダーにとって持続可能な価値を創造するという、当グループの最も重視する目標達成の下支えと
なっています。 
 
当グループは、相互に補完し合う 3 つの主力事業部門から構成されており、すべてのお客さまに環境・社会・ガバナ
ンス（ESG）サービスを提供しています。 

• フランス国内リテールバンキング・プライベートバンキング・保険部門：大手リテールバンクである SG および保
険事業、プレミアムなプライベートバンキング・サービスならびに大手デジタルバンクであるブルソバンクで構成
されています。 

• グローバルバンキング・インベスターソリューションズ部門：株式デリバティブおよびストラクチャードファイナ
ンスにおいてグローバル市場における主導的地位にあり、お客さまのニーズに応じたソリューションを提供する最
高水準のホールセールバンクです。 

• モビリティ・国際リテールバンキング・金融サービス部門：安定した基盤をもつユニバーサルバンク（チェコ共和
国、ルーマニア、アフリカ域内数ヶ国）および専門的な財務活動と持続可能なモビリティのグローバルプレイヤー
である Ayvens で構成されています。 

 
ソシエテ・ジェネラルは、お客さまとともに持続可能なより良い未来を構築することを使命とし、環境変動とサステ
ナビリティ全般における主導的パートナーになることを目指しています。当グループは、社会的責任投資指数の代表
格であるダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（欧州）、FTSE4Good（世界および欧州）、ブルーム
バーグ男女平等指数、リフィニティブ・ダイバーシティ＆インクルージョン・インデックス、Euronext Vigeo（欧州お
よびユーロ圏）、ストックス・グローバル・ESG・リーダーズ・インデックスおよび MSCI 低炭素リーダーズ指数（世
界および欧州）の構成銘柄です。 
 
本プレスリリースの信憑性に関して疑義のある場合は、ウェブサイト societegenerale.comの Group Newsページの下部
をご覧ください。ソシエテ・ジェネラルの公式プレスリリースをブロックチェーン技術を用いて認証することが可能
です。リンクからウェブサイトのページ上で直接、文書の正当性を確認できます。 
 
詳しくは当グループのウェブサイト www.societegenerale.com をご覧ください。 

 
 


